
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

   

  

今後の例会スケジュール （パルティール AI 昼食 12：15 点鐘 12：45）   

9 月 15 日(月) 法定休日（敬老の日） 

9 月 22 日(月) 祝日週のため休会 

9 月 29 日(月) 【通常例会】（支援プログラム常任 米山奨学委員会） 

卓話：米山奨学生 ヤサス サダンジャナ君 

例会前：定例理事会 

10 月 4 日(土) 移動例会 【東濃グループ インターシティーミーティング】 

       多治見市産業文化センター 5F 大ホール 13：30 点鐘 

                     ＊貸切バスにて商工会議所駐車場 12：00 出発 

10 月 6 日(月) 4 日(土)へ移動（休会） 

 

 

                                   パルティールプラス  例会 18：30 懇親会 19：00 ホスト：中津川センターRC 
 

◆例会 18：30～18：55 

1. 開会点鐘  

2. 国歌「君が代」並びに R ソング「奉仕の理想」斉唱 

3. 両クラブ会長の時間 

4. 出席報告（委員会・幹事報告） 

5. スマイルボックス／ニコボックス発表 

6. 閉会点鐘 

 

 

 

 

         

 

 
 
 

ＲＩ第 2630 地区  中津川センターロータリークラブ 第 52 期 令和 7 年 9 月 8 日(月) No.2136 

中津川センターロータリークラブ / 会長：丹羽大祐  / 幹事：鈴木欣也  / 会報：小椋武志  / 例会：月曜日 12：45～13：30 例会場：パルティール AI 

事務所：中津川市かやの木町 1-20 中津川商工会議所 3F / TEL0573-66-7301  URL: http://nakatugawa.info/ncrc1975/  

よいことのために手をとり合おう 

2025-26 クラブテーマ 

「持続可能なロータリーに！ 共に学び、共に行動」 
地区メッセ-ジ「RISE with ROTARY」 ～地区と地域の未来を考えて～ 

◆懇親会 19：00～21：00  司会：中津川センターRC 親睦活動委員 

・開宴挨拶     ・・・ センターRC 成木崇久管理運営常任委員長     

・両クラブ新会員の紹介           ・・・ 両クラブ 幹事より紹介 

・乾杯挨拶              ・・・ 中津川 RC 木下雅則副会長 

・宴会・歓談・余興（メンバーバンド演奏） 

・R ソング「手に手つないで」 

・閉宴挨拶              ・・・ センターRC 佐古和也副会長 

9 月 1 日 (月) 例会               

 

出席報告：会員総数 60 名 出席者 36 名 免除者 5 名 出席率 65.45 ％ 

2026-27 年度 RI 会長として 
オラインカ・キーム・ババロラ氏が選出 

（ナイジェリア トランス・アマディ RC 所属） 

 

 
                    

スマイルボックス 9 月 1 日(月)  申告 27P 累計 267P  
・地区青少年奉仕委員会佐々木委員長並びに小池委員、本日は中津川センターＲＣへお越し頂き有難うございま

す。当クラブを代表いたしまして歓迎を申し上げます。また、本日の卓話楽しみにしております。 

会長 丹羽大祐 副会長 佐古和也 幹事 鈴木欣也 

・遅くなりましたが創立 50 周年記念誌ができましたのでご覧ください。 第 51 期執行部 実行委員会一同 

・連続皆出席 32 年表彰有難うございました。 ・「ねんりんピック岐阜 2025」が開催されます。パンフレットを配布させ

ていただきました。ねんりんピックの内容についてはウィークリーに投稿させていただきました。 丸山充信 

・皆出席を祝って頂き有難うございました。 佐古和也  ・結婚記念日を祝って頂き有難うございます。 西尾元男 

・誕生日を祝って頂きまして有難うございます。吉川幸輝 保母陽伺   

・妻の誕生日を祝って頂きありがとうございます。 郷原基幸 西尾元男 小椋武志 

・本日チラシを配布しましたが、2025 中津川市消防フェスティバルを 9 月 7 日(日)に都市緑化公園、ふるさとにぎわ

い広場、ひと・まちテラスにて開催いたします。開催時間は 9 時 30 分から 14 時までです。消防音楽隊、ラッパ隊の

演奏、階梯操法の披露、消防車両展示、なりきり消防士体験、放水体験、救命講習など、家族で楽しめるイベン

ト、体験コーナーを用意しております。この機会に防災について考えてみませんか？お子様、お孫様をつれて是非ご家

族で遊びに来てください。ご来場お待ちしております。 小木曽輝栄 

 

 

 

 

中津川 RC・中津川センターRC 合同例会 

 

詳しくはこちらから↑ 

例会受付：親睦活動委員会  卓話ゲスト：佐々木元司君（地区青少年奉仕 委員長） 「子ども食堂」 について企業、行政、地域ボランティアと協力し支援を継続 

                            小池 誠君（地区青少年奉仕 委員）     する事が重要。 また奉仕プリジェクト補助金を申請して活用を。 

         

恵那神社例大祭 9/29 開催、 

恵那神社梅村宮司へクラブより

玉串料を奉納 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

   

 

 

   

  

 

9 月 1 日(月)例会 会長の時間 会長 丹羽大祐   
本日はストライキについて話いたします。きっかけは先月来社した海外の顧客からある国でのストライキにより物流が停滞して困っている話

を聞いたからです。 
確かに海外では当たり前のストライキ、わたくしも出張中にストによる飛行機運航取りやめ、地下鉄、バスの 

運行停止など思い返すと限られた海外出張の間だけでも５回ほどストにより足止めをくらった記憶があります。 
 

そこで日本の事情はどうかと思い調べてみました。 
ストライキ（スト）などの発生件数はピーク時の 1974 年に 9500 件を超えていたのが、現在は年間それ 

でも２００～３００前後まで減少しているデータがあります。 
 

最近では２０２３年にその当時の西武百貨店がファンド買収に際し従業員が一斉にストを行ったのが最 
新位でその後大きなストは耳にすることがありません。 

 

ストとは労働者が賃上げや労働条件の改善を求めて一斉に働くのをやめること。労働組合が会社への事前予告など手続きを踏み正当
性が認められれば、ストで会社に生じた損害の賠償責任を免れるなど法の保護を受けられる。 

 

では海外と日本の違いは何か？ 
 

海外では公務員もストライキが可能で、社会的な影響も大きく、労働者の権利として広く行使されるのに対し、日本は公務員のストライ
キが原則禁止され、ストライキは珍しくニュースになる状況で、労使協議による合意形成が重視され、企業ごとの労働組合が中心です。 

 

＜海外のストライキは＞ 
• 公務員の参加：多くの国で公務員（警察官、消防士、ルーブル美術館職員など）もストライキに参加でき、その社会への影響も大
きいです。 
• 権利意識の高さ：労働者はストライキを「自分たちの権利を主張する当然の行動」と捉えており、ストライキの発生件数が日本よりも
多いです。 
• 国民の支持：社会課題に対するストライキも行われ、国民の支持が 5 割を超えることもあり、公共交通機関が停止してもストライキ
が支持されることがあります。 

 

＜日本のストライキ＞ 
• 公務員のストライキ禁止：日本の場合、公務員は原則としてストライキが禁止されています。 
• 労使関係の構造：労使協議が定着し、ストライキという「最終手段」よりも、相互理解に基づく合意形成の場が重視されています。 
• 労働組合の形態：欧米諸国で産業別・職業別の横断的労働組合が発達しているのに対し、日本では企業別・事業所別の労働
組合が中心です。 

 

日本では低成長期間が長くデフレ経済が賃上げなどを求めにくい状況であった事と、非製造部門で働く人の増加が、大幅にストが減って
いる要因のようです。 

 

かつて日本では製造業で働く人が多く、労組に加入する比率も高かった。ところが小売業などは小規模の事業者が多いうえ、労組に加
入しないアルバイトなどの非正規労働者の比率が高い。ほかの産業でも非正規労働者が増える傾向にある。厚労省によると、働く人のう
ち労組へ加入する人の割合を表す推定組織率は 80 年代初めまで 3 割を超えていたが、働き方の変化も加わって 2000 年代初めに 2
割を下回っているのが現状。 

 

企業では業務が年々高度化し、個人のスキルや創造性などが生産性を左右するようになった。ストで労働時間を減らさなくても、働く人
が労働の質を下げれば会社は経済的な打撃を受けるという構図だ。そこで社員のやる気を引き出し、優秀な人材を確保する環境作りが
求められている。 

労組も賃上げよりフレックスタイム制や育児支援など働く環境を充実させる施策を重視。企業側も時間をかけて議論に応じているとの報
告もあります。 
 

＜ストライキの未来＞ 

 あきらかに若者の労働者としての権利意識は以前と比べると高いのと海外労働者の増加、圧倒的な労働人口の減少、言い換えると売

り手市場が益々続くであろう、今後ストは増加する可能性は秘めていると考えます。 

• 日本でのストライキは絶滅に近いが、景気が好転すれば再び増加する可能性がある。 

• 労使の信頼関係が崩れると、ストライキが復活するリスクもあるため、労使間のコミュニケーションを密にすることが重要である。 

• 労使協議の質が企業間で異なり、形骸化している場合もあるため、実質的な議論ができる場を確保する必要がある。 

 

私ども経営側の立場はこの現状を対岸の火事と考えず、今まで以上に自社の状況を把握しておくべきと考えさせられる案件と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他地区・クラブ行事 

・9/13(土) 子ども食堂支援ラーニングセミナー（プラトンホテル四日市 14：00）出席：丹羽会長 

・10/5(日) 職業奉仕委員会セミナー（名鉄グランドホテル 10：00）出席：丹羽会長 

・10/25(土) 会員増強セミナー（岐阜グランドホテル 10：00） 出席：棚橋増強委員長 

・10/25(土) ロータリー財団セミナー（岐阜グランドホテル 13：00）出席：吉村財団委員長 

 

 

東濃 RC 例会変更 
・中津川：10/2(木)→4(土)IM へ移動 

・恵那：9/23(火)休会 

・瑞浪：9/26(金)休会 

・土岐：9/29(月)移動 座禅例会 

・多治見リバー：9/30(火)移動 夜間例会 


